
１ 主な質疑 

 (1) 会場での質疑 

Ｑ：災害時の自主防災組織の役割は何か。どういったことに気を付ければ良い

のか。 

Ａ：災害時における責任は市にある。しかし、市がすべての市民の状況を把握

することは難しいので、自主防災組織は地域のコミュニティを生かして地

域の現状、住民の声を市に届けてほしい。したがって、自主防災組織には

平時から地域コミュニティを形成し顔の見える隣近所の関係を気付いてい

くことが大事だと思われる。 

 

Ｑ：裕福な人とそうでない人とで災害時に差があったか。 

Ａ：対応に差はありません。 

 

Ｑ：消防団の勧誘はどうやっているか。 

Ａ：効果的な加入促進策があるわけではありません。日々の消防団の活躍の広 

報などを広く周知していくしかないと思われます。 

 

Ｑ：災害時には救護所を設置するより、各避難所に赴き避難者のケアに当たっ

た方が良いのではないかと思われるが、東日本大震災の際は、救護所は設

置したか。 

Ａ：救護所は設置していない。一方で、ガヤガヤしている避難所などで聴診器

を当てて診察ができるのかという問題もあると思われます。その地域の事

情もあると思うので、関係者と話し合っていく必要があると思います。 

 

 (2) アンケートによる質疑（後日相馬市が回答） 

Ｑ：自宅避難者や車中泊避難者への対応はどのようにされましたか。 

Ａ：（自宅避難者、車中泊避難者というのは、災害の発生当初、いわゆる超急性期と解釈させていただき回答 

いたします。） 

超急性期というのは、まずはご自身で身を守るということになろうかと思い

ます。行政としては、その次の行動として避難所の運営や災害の規模の把握

などに移りますので、物理的な要因で避難所にお越しになれないなどの特段

の理由がなければ、避難所への避難を推奨します。 

※ ただし避難に関する移動は、焦らず慌てることなくということを前提と

しますので、むやみな夜間の移動は推奨しません。 

 

 

 

 



Ｑ：災害２日目から１週間程度の期間、どのような問題やトラブルがありまし 

たか。  

   Ａ： （災害事態がトラブルであり問題となりますので、どのように回答して良いのか難しいという

のが正直なところです。それを踏まえて回答させていただきます。） 

    ・地震と津波の災害に加えて、原発事故という三重苦であること。 

・情報が入らいない、連絡が取れない、被害規模を把握できないこと。 

・津波による甚大な被害により、沿岸部の地区が壊滅状態だったこと。 

・次の死者を出さないためにどうしたら良いのかなど 次々にやるべき事項が 

山積み。 

・徐々に少しずつ、悲惨な 聞くに堪えない、見るに堪えない状況が判明して 

いくこと。 

また、市民と行政との問題・トラブルという意味では、ほとんど無かったと記

憶しています。 

被災して１週間程度では、上記に記載したとおり混乱している状況であったこ

とから、市民も何かしらの要望を言えるような状況に無かったと思います。 

その後、長期にわたる避難所生活や応急仮設住宅に移りゆく中で、生活に関

する不平や不満、溜まるいっぽうのストレス、生活における必要事項（物資

など）などが市役所に届くようになってきました。 

 

Ｑ：相馬市民の防災意識について、震災前後での違いはありますか。 

 Ａ：（震災前後での違いというと、回答は難しいので、震災後ということで回答させていただきま

す。） 

震災後の防災への意識とすれば、一番は自主防災意識の高まりと感じます。地

区単位による避難訓練が、各地域で積極的に行われております。また、市民の

意識としてよく耳にするのは、自車への給油のタイミングです。震災後、さま

ざまな物資不足に悩まされましたが、特にガソリンは苦労したという記憶が強

く残っており、万が一に備えて給油のタイミングは早くなったと聞きます。経

験を糧に、意識への変化というものが防災意識に繋がっているものと感じてい

ます。 

 

 

 



Ｑ：被災した市民の方々の要望を吸い上げるためのコミュニケーションはどの

ようにされましたか。 

 Ａ：（要望を吸い上げるという意味ではなく、行政と被災者の情報を共有するためのコミュニケー

ションを取るということで回答させていただきます。） 

    被災し住まいを失くされた方などは、避難所および応急仮設住宅での生活

を余儀なくされます。そのような中で、コミュニティ形成の１つとしてな

るべく被災前の地域や地区ごとに避難所や応急仮設住宅を指定すること

で、被災者の不安を少しでも減るよう心がけました。  

また、その住民の中から班長や戸長と呼ばれるリーダーを指定いただき、そ

の住民の代表者となるリーダーが被災者の声を拾い上げ（要望や改善事項な

ど）、市役所との代表者会議を定期的に開催し、情報交換・情報共有を繰り

返し両者のコミュニケーションを確立しました。 

 

Ｑ：避難所などで会った被災者の方々を勇気づけるために、どのような声かけ

や励ましをされましたか。 

Ａ：市長として、勇気づけるための声かけというのは、なかなか難しいのではな

いかと思います。一概に被災者と言っても、津波や地震、家の崩壊や家族を

失った方など、さまざまな方がいらっしゃいます。そこに対して、勇気づけ

るということを、簡単にできることではありません。また、その時は勇気づ

けるための声かけよりも、少しでも早くいかにして復旧し、復興することで、

被災者の生活を取り戻そうかと必死だったと記憶しています。 

しかしながら、市長自ら説明が必要だというときは、現場に足を運び、被災

者に納得いただけるよう必死に説明いたしました。一例をあげれば、原発事

故後、マスコミの影響もあり不安感をあおられ、すぐにでも市外への避難が

必要なのではないかという市民の一種の混乱のような時には、私が直接、「今

は避難する時ではない。市長を信じろ」と避難所を一カ所ずつまわり説明し

ました。『勇気づけるため』ではなく、結果として被災者に勇気づける行動を

いかにとるかということが、大事だと考えております。 

 

Ｑ：福祉避難所の対応など実際、障害者等へのケアはどうされましたか。 

Ａ：震災当時、福祉避難所としての開設はありませんでした。 

各避難所に、市民が何らかの移動手段により自ら避難してきたというのがほ

とんどでありました。各避難所の中で、避難所担当部署が避難者の状況を把



握し災害対策本部に連絡するという運営により、何らかの補助または支援が

必要な避難者に関しては、より内容を確認し必要に応じて市として管理が行

き届きやすい避難所に移動いただくなどの対応を行いました。  

一例をあげれば、高齢者で寝たきりの方は看護学校に集約し、保健師がシフ

ト制の中で応対し、障がい者の方は、被害の少なかった障がい者施設へ移動

させて応対にあたりました。 

 

Ｑ：企業への復興支援はどのように行いましたか。工夫したことはありますか。 

Ａ：震災当時としては、特段、ありません。 

例えば、誘致企業に関して言えば、綿密な連絡により被災状況の把握などは

しましたが、行政として企業への支援は、被災時はできませんでした。 

行政を含め混乱した状況の中で、いかに支援すべきか、どのように復旧・復

興していくのかと考えるべき対象は、市民にならざるを得なかったと思いま

す。企業への支援というよりも、共に災害という苦難を乗り越えるため、人

的労力として市への社員協力をいただいた企業もあります。 

被災後、ある程度の時間が過ぎて、国や県の支援制度が整ってきた際には、

いち早く情報提供を行い、制度を受けるための協力をさせていただきました。 

 

Ｑ：福祉避難所はどのようなタイミングで開設されましたか。 

Ａ：震災当時、相馬市に「福祉避難所」という概念はありませんでしたので、

回答できません。 

 

Ｑ：東日本大震災前と後で防災訓練の手法等は変わりましたか。また、防災訓練

を実施する場合、どういった点を意識して取り組むと実効性のある防災訓練

になりますか。 

Ａ：防災訓練の手法というのは、大きく変化はありません。 

意識することとしては、予期できない災害にいかに対応するか、ということ

を念頭に置いた訓練をすることが大事だと思います。 

相馬市は、図上訓練を実施しています。簡単に言えば、訓練者として市長で

ある災害対策本部長が予期しない災害のシチュエーション・シナリオを訓練

管理者より次々に発出され、その状況に応じた意思決定を指示系統に基づき、

各担当職員に指示を出し、指示を受けた職員は対応を考えるという訓練です。 



誰もが分かっていることですが、災害は予期できないことが次々に発生しま

す。その対応を即座に問われるため、本部長として首長の判断や決断という

のは大事だと感じています。 

 

Ｑ：有事の中での生活で疲労が蓄積される中、市の職員や地元の防災委員等の体

調面に関して、どのような注意をされていましたか。 

Ａ：防災委員等はおりませんので、市職員の体調面として回答します。 

当時は、被害の甚大さから短期間での解決は到底あり得ないと判断し、市職

員の体調を考慮しつつ長期的な対応を可能とするため、シフト制を導入して

勤務体制を整えました。 

※ 市役所は、被災者を含め市民や市外からの問い合わせ対応は 24 時間だっ

たため、庁舎は常時開庁、電話応対もしていた。 

 


